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古代の船について  ～準構造船の構造と性能を中心に～

メモ）鉄本  2022.08.18

古墳時代の船の形は、船形埴輪によって見ることができます。しかしながら、その実際の大きさや積載能力、航行速

度などについてはよくわかりません。出土物や文献などによって判る範囲でまとめました。

１．古代の木造船の分類

(1)刳舟   丸木を刳り抜き成形した船

   次の２つのタイプがある。刳船の出土例は約２００例で千葉県の出土数が半数を占める。

   ①単材刳船：一本の木を刳り抜いて作った船  縄文時代前期に出現

全長は５～１０ｍ程度  主に内海・近海での漁労や近距離の交易用

②複材刳船：前後に別の刳り抜き材を継ぎ足して長大化した船

   全長は１０ｍ超のもので、大阪市内で 2 例出土した記録があるが焼失した。

   右の絵図は、「法然上人行状絵図」第３４巻

第２段「鳥羽より乗船淀川を下り給ふの図」。

胴体と船首・船尾のつなぎ目に線があるため、

三材構造の複材刳船とわかる

   絵図は、国立国会図書館所蔵

(2)準構造船  刳船の船首・船尾・舷側に別材を付加する船

   次の３つのタイプがある。

①船首・船尾付加型：刳り抜き材の船底に高さの低い小縁（こべり；舷側板のこと）を付加し、船首船尾にも

別材を付加する船

②貫型：両舷側板の前後に貫や梁を通して舷側の左右がずれないように固定するゴンドラ形の船

     古墳時代中期以降はこのタイプが

主流となる。

   

   ③竪板型：船首・船尾に竪板を取り付け、舷側板の先端を固定する船。船体の側面形状は船首と船尾が ２

つに分かれたように見える。鰐の口形の船。

    

    青谷上寺地遺跡（鳥取市）で出土したものは、

推定全長１５～２０ｍの大型のもので、

外洋の交易用と思われる。
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(3)準構造船と構造船の区分

  構造船の出現は１５世紀の前半とされている。応永８年（１４０１）足利義満によって始められた遣明船は

  天文１６年（１５４７）まで続くが、一時中断を挟んで前期は準構造船、後期は構造船と考察されている。

    両者の区分は、刳船部材を用いているか、用いずに板と梁によって構成しているか、によって区分。

    かわら部分が準構造船（左）は刳船部材に

対して構造船（右）は板材である。

画の出典：「水の文化５４号」に加筆

       ＊「かわら」の語源；刳船の半円筒状の形状が

     屋根瓦を連想させるところから、かわら（航、瓦）と呼ばれ、構造船となった以降も同じ呼び名となった。

２．出土物  船形埴輪、線刻画、船材など

(1)府県別船形埴輪出土数

   主な船形埴輪の出土例；

   ①松阪宝塚１号墳（松坂市） 貫型準構造船 蓋や威杖の立ち飾りが造形されており、日本最大。

   ②西都原１７０号墳（西都市） 同上     ６対のピボット（１２人漕ぎ）、復元船「海王」により実証実験実施

   ③長原高廻り２号墳（平野区） 竪板型準構造船 復元船「なみはや」のモデル、大阪から釜山まで実験航海

(2)船が描かれた出土品 （主なもの）

   ①東殿塚古墳（天理市） 円筒埴輪に３隻の準構造船の描写（８本の櫂、幡、蓋、太刀など）

   ②唐古遺跡（奈良県田原本町） 弥生土器に準構造船（５本の櫂の描写）

   ③井向遺跡（福井県坂井市） 銅鐸に船（１０本以上の櫂）

   ④青谷上寺地遺跡（鳥取市） 大小６隻の船を描いた板絵

３．古代船の性能 （航行速度、積載能力）

(1)航行速度

  復元された古代船「海王」と現代のカッターの船体抵抗力を計測すると「海王」はカッターの 2 倍の抵抗力が

  かかっていることが判った。

    ・カッターの諸元； 長さ＝９ｍ    トン数＝１．６８ｔ 材質＝FRP  推進力＝オール式１２本

    ・「海王」の諸元；  長さ＝１１．９ｍ トン数＝３．４ｔ 材質＝木製 推進力＝オール式１８本

  「海王」は、カッターと同じ推進力であっても航行速度はカッターの６６％しか出ない。

    「海王」の実験結果から中型準構造船及び丸木船の航行速度を類推すると次のようになる。（次図参照）

  ・「海王」＝３．８２ノット（約７ｋｍ/h）         ・中型準構造船＝４．９６ノット（約９ｋｍ/h）

    ・丸木船＝６．１０ノット（約１１ｋｍ/h）
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  (2)積載能力（非常にアバウトな試算）

    古代船の積載能力を計算するために、次のように単純化して計算する。

    ・船体大きさは、「海王」の同等サイズとする。

長さ L＝１２ｍ、 幅 B＝２ｍ、 深さ D＝１ｍ、 重さ W＝３．４ｔ

    ・方形係数（船体容積÷船体相当の直方体体積で求めた係数）は、小型船舶で用いる０．６５を採用。

    ・船体容積は排水量に等しいものとし、水の密度（比重）を１とする。（参考；海水の場合は、１．０２５ｔ/㎥）

    ＜喫水計算＞ 喫水ｄ ＝ 重さ W ÷ 長さ L × 幅 B × 方形係数０．８ × 比重１

           ＝ ３．４ ÷ １２ × ２ × ０．６５ × １      ⇒  答え ０．２２ｍ  （積載なしの喫水）

    ＜排水量計算＞

排水量ｔ1 ＝ 長さ L × 幅 B ×深さ D ×喫水ｄ × 比重１ × 方形係数０．６５

             ＝ １２ × ２ × １ × ０．２２ × １ × ０．６５    ⇒  答え ３．４３ｔ  ①

      喫水が０．５ｍになるまで積載可能と仮定すると、

      排水量 t2 ＝ １２ × ２ × １ × 喫水０．５ × １ × ０．６５  ⇒  答え ７．８０ｔ ②

        ＜積載能力計算 （載貨重量トン数の計算）＞

       排水量の①と②の差が積載能力となる。    ② － ① ＝ ４．３７ｔ

    以上の計算から「海王」相当の古代船の積載能力は、４．３７ トンと算出できる。

  (3)「海王」相当の古代船への積載物重量の試算  （積載による船の安定性は無視する）

   前提： 福岡から釜山の距離＝２００ｋｍ  航行距離＝４０ｋｍ/日  ２０人の武装軍団

漕ぎ手 ８0kg/人×１８人 １４４０ｋｇ 食糧 ７日・２０人分 ２ｋｇ/人×７日 ２８０ｋｇ

軍団長 ８０ｋｇ/人×２人 １６０ｋｇ 飼料 ７日・２頭分 ４ｋｇ/頭×７日 ５６ｋｇ

武具武器 ２０ｋｇ/ｾｯﾄ×２０ｾｯﾄ ４００ｋｇ

在来馬 ４００ｋｇ/頭×２頭 ８００ｋｇ 合計 ３１３６ｋｇ
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４．実証実験 （海王、なみはや）

(1)「なみはや」の場合

   平成元年（１９８８）に、平野区長原出土の船形埴輪をもとに復元。大きさは、全長 12m、幅 1.92m、高さ 3m、重

量約 5 トン、大阪市立大学ボート部員２６名が３班に分かれて交代で漕艇。天保山を出発して釜山までの約７０

０ｋｍの実験航海。結果は、手漕ぎでは進むことが出来ず、伴走船に曳航されて釜山に入港。

    ・古代船「なみはや」の展示場所： 南港・夢洲の「なにわの海の時空館」の近く

(2)「海王」の場合

    高槻市の今城塚古墳を初め大和の大王墓から阿蘇ピンク石を使った石棺が見つかっており、この謎を

解明する目的で実験が行われた。大王の棺に使われている阿蘇ピンク石（通称「馬門石（まかどいし）」）で造

った６トンの石棺を筏に載せ、古代復元船「海王」で曳航し、熊本県宇土市から大阪湾に運ぶ実験。

    平成１７年（２００５）に、宇土市を出発し、３４日目に大阪南港に入港。総航行距離は１００６ｋｍ。

    漕ぎ手は水産大学校カッター部現役部員ら。平均航行速度は約２．５ノット（約４．６ｋｍ/ｈ）だった。

     

                      馬門石製の棺は，岡山県、大阪府、奈良県、滋賀県の計１５ヶ所で

見つかっている。実数は５０カ所以上という見方もある。

・古代船「海王」と石棺の展示場所： 熊本県宇土市の宇土マリーナ
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出典：宇土市 HP


